平成２４年度　協働事業振返り調査票

協働事業の名称　おゆみ野フォーシーズンプロジェクト　　　　　　　　　　　　

所属名(団体名)　緑公園緑地事務所　　　　　

	振返り項目
	振返り結果

１～５を記入
	コメント（理由、感想、気づいたことなど）

	１－１　協働相手の選定(市)
協働相手を公募しましたか。公募しない場合は、選定理由を明確にしましたか。
	３
	

	１－２　協働相手の選定(団体等)
この事業の協働相手として自分の団体はふさわしい団体でしたか。
	５
	既に活動実績があり、地域の特性を熟知していた。また、従来から地域に根差した団体であるためＰＲ効果も高かった。

	２　目的の共有
事業の目的・目標を共有しましたか。
	４

	

	３　目的・目標の達成

事業の目的・目標は達成できましたか。
	４
	

	４　事業実施中の意見や情報の交換
適宜、意見や情報の交換を行い、必要に応じ協議事項の見直しを行うなど、柔軟に対応できましたか。
	４
	

	総合コメント
　皆さん年間を通して熱意をもって誠実に実施したいただいたことで、効果が目に見えて表れた。一方で労働面での負担が大きくなりがちであり、今後は継続性の面からも工夫が必要と思われる。



	振返り項目
	振返り結果

１～５を記入
	コメント（理由、感想、気づいたことなど）

	１－１　協働の形態の選択(市)

選択した協働の形態(委託、共催、事業協力、支援・補助)は適切でしたか。
	４
	人的支援の体制づくりなど、受皿となる市の制度を整えていく必要があると思われる。

	１－２　協働の形態の選択(団体等)

自らの特性を活かせる連携方法でしたか。
	―
	

	２　協働の意義の明確化

協働で実施する必要性やねらいを明確にしましたか。
	４
	

	３　主体性・自主性の尊重

お互いを理解し、尊重して事業を進めましたか。
	５
	市側の事情や、現場の状況をよく理解してもらえる機会になった。

	４　役割と責任の自覚

役割分担や責任の所在が明確でしたか。
	３
	費用が発生する作業について、都度折合いをつける必要が生じた。また、突発的に生じた作業に対応しきれなかった。

	５　協働の成果

協働ならではの成果はありましたか。また、副次的な効果はありましたか。

副次的効果：会員が増えた、会員や職員の育成につながった、新たな事業展開や課題解決方法が見つかった等
	５
	パークマネジメントなど、今後市が進めていく制度の具体的なモデルケースとなった。

	総合コメント
　作業後のゴミの片付け対応など、今後バクアップが本当に必要な部分が明らかになった。また、今後継続するうえでは、市で対応できる部分と、できない部分を明確する必要がこれまで以上に強く求められる。


　この振返りは、協働事業を行った双方が、協働事業への理解を深め、良好なパートナーシップを構築することにより、お互いに成長し、また、よりよい協働事業の発展につなげるために実施するものです。得点の高低や事業の優劣をつけるものではありませんので、率直な意見を記入してください。
１　事業の振返り





２　協働の振返り








